
木曽ヒノキについて

木曽地域（長野県内の木曽地域と岐阜県内の東濃地域）は、古くから良質
の木材産地として、歴史的・文化的に貴重な社寺仏閣等の維持や地域の木材
産業の継承・振興に大きな役割を果たしてきました。

木曽ヒノキの伐採は、平安・鎌倉時代の頃から既に始まっていたようです。
特に広く知られるようになったのは、戦国時代の前後に社寺仏閣や城、城下
町の建築、更には伊勢神宮の遷宮用材の産地としても利用されるようになっ
てからであり、木曽川を利用して、名古屋をはじめ江戸や大阪の市場にも運
搬されていきました。江戸時代には木曽地域は尾張藩領であったため「尾州
材（びしゅうざい）」、「尾州桧（びしゅうひのき）」との呼び方もされま
した。

江戸時代前期の過度の伐採により、木曽地域の山々にはめぼしい樹木が少
なくなり大変荒れてしまったため、尾張藩は俗に「木一本、首一つ」とも呼
ばれる厳しい森林の保護政策をとりました。その甲斐もあって、年月を経て
木々が生い茂る今日の山々へと回復していきました。

現在ある木曽ヒノキ林は、江戸時代前期の伐採の跡地において自然力で更
新した森林を育てたとされている一方、天然更新が難しい箇所においては植
付けや播種による更新も行われたといった諸説があり、いわゆる原生林とは
異なる、人為が大きく加わって成立した森林といえます。 1

１．木曽ヒノキ・木曽ヒノキ林とは

我が国のヒノキは福島県以南から鹿児島県まで天然に分布していますが、

特に木曽川の上流域を中心とする長野県から岐阜県にかけて、ヒノキの分布
が集中する地域が知られます。この地域の天然のヒノキが優占する森林は木
曽ヒノキ林と呼ばれ、青森ヒバ、秋田スギと合わせて「日本三大美林」のひ
とつと呼ばれることもあります。



明治時代となり、尾張藩の山林
の多くは、官有の森林、現在で言
う国有林に組み込まれていきます。
管理体制が変わっても木曽ヒノキ
の名声は衰えることなく、官庁、
学界、教科書等の多くの文献から
も、優れた森林・木材であるとの
評価がなされていたことが確認で
きます。

明治10年代に明治政府が初め
ての全国的な森林の調査を行った
際にも、「木曽の扁柏（ヒノキ）、
青森の羅漢柏（ヒバ、アスナロ）、
秋田の杉」が「我が国最良の森林
なりとす」とまとめられるなど、
全国の森林の中でも筆頭に挙げら
れるほど評価されていたことが窺
えます。

【資料１】校正大日本植物帯調査報告（明治20年）
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【資料２】 昭和初期に木曽地域の森林を管理していた帝室
林野局が発行した販売促進用のパンフレット「木曽材」
自画自賛ではあるものの、「木材の王」との表記あり

【資料４】明治30年（出版年不明瞭）「林政學」 本多静六※ 講述
「木曽運材法」についての中で “帝國森林中の最善最良なる木曽の森林”
と述べている。
※…のちの東京帝国大学農科大学教授 日本初の林學博士の一人

【資料3】昭和初期
に帝室林野局内で募
集された販売促進ポ
スター案のひとつ
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木曽悠久の森

２．木曽ヒノキがある程度のまとまりで見られる場所

4

つけちきょう

付知峡自然休養林
［中津川市付知町］

あかさわ

赤沢自然休養林
［木曽郡上松町］

※ 「日本美しの森 お
薦め国有林」に選定



３．「木曽悠久の森」の取組

木曽地方（長野県内の木曽谷や岐阜県内の裏木曽）の森林は、天然のヒノキ、サワラ
等を交え、古くから良質の木材産地として歴史的・文化的に貴重な社寺仏閣等の維持や
地域の木材産業の継承・振興に大きな役割を果たしてきました。
こうした樹種で構成された森林は、針葉樹を中心に様々な植物や動物が生育・生息す

る生態系で、温帯性針葉樹林と呼ばれ、世界的にも大変貴重で希少な森林です。
中部森林管理局では、この温帯性針葉樹林を守り育てていく取組を進めていくため、

「木曽悠久の森」を設定し保護を行うとともに、人工林を天然林に戻す（転換する）た
めの、抜き切りやササの除去などを行う「復元」を行っていきます。

木曽悠久の森
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将来（イメージ）：落葉広葉樹（ブナなど）
と、温帯性針葉樹が混交している天然林



４．「木曽悠久の森」が目指す将来像

広がりをもって永続する天然林を復元する作業を、長期にわたって計画的に行います。
温帯性針葉樹林を厳格に保存、復元するため、天然林を厳格に保存する核心地域（コア
a）、人工林から天然林へ復元する核心地域（コアb）、コアを守るための緩衝地域
（バッファ）を設置しています。

「木曽ヒノキ林」紹介ホームページ→ 6


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6

